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は
じ
め
に

　

平
成
30
年
第
１
回
和
泊
町
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
本
町
の
基
本
的

な
施
策
で
あ
る
「
活
力
あ
る
産
業
の
振

興
」
「
教
育
文
化
の
振
興
と
心
豊
か
な
人

づ
く
り
」
「
社
会
福
祉
等
の
充
実
」
「
交

通
基
盤
等
生
活
環
境
の
整
備
」
に
取
り

組
み
、
「
町
民
が
輝
き
、
活
力
と
潤
い
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
花
の
ま
ち
」
を
実
現
す

る
た
め
、
平
成
30
年
度
施
政
方
針
並
び

に
予
算
案
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
町

政
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
の
平
成
30
年
度
予
算
案
は
、
「
経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
最
終
年
度
の

予
算
と
し
て
、
「
経
済
再
生
と
財
政
健
全

化
」
を
両
立
す
る
予
算
と
し
て
編
成
さ

れ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
最
大

の
壁
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
「
生
産
性
革

命
」
と
「
人
づ
く
り
革
命
」
を
車
の
両

輪
と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

世
界
に
胎
動
す
る
「
生
産
性
革
命
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
牽
引
し
、
世
界
に

先
駆
け
て
実
現
す
る
こ
と
を
２
０
２
０

年
度
ま
で
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
の
実
現
に
取
り
組
む
、
ま
た
、

「
人
づ
く
り
革
命
」
に
つ
い
て
は
、
長
期

的
な
課
題
で
あ
る
が
、
「
全
世
代
型
」
の

社
会
保
障
制
度
に
よ
り
、
子
育
て
や
介

護
に
対
す
る
不
安
な
し
に
誰
に
で
も
活

躍
の
場
が
あ
り
、
お
年
寄
り
も
若
者
も

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、

基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
目
指
す

と
い
う
目
標
を
堅
持
し
、
同
時
に
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
下
げ

を
目
指
し
、
歳
出
改
革
等
を
着
実
に
実

行
す
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
財
政
に
お
い
て
は
、
課

題
と
し
て
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
１
７
等
へ
の
対
応
」
「
地

方
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
と
地
方
財

政
の
健
全
化
」
「
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
改

革
の
推
進
と
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強

化
」
を
挙
げ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

自
主
性
・
主
体
性
を
最
大
限
発
揮
し
て

地
方
創
生
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
安
定
的
な
税
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
、
ま
た
、「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」

を
踏
ま
え
、
国
の
取
組
と
基
調
を
合
わ

せ
て
歳
出
の
重
点
化
・
効
率
化
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を

下
回
ら
な
い
よ
う
財
政
措
置
さ
れ
て
お

り
、
平
成
29
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」
に

つ
い
て
は
、
河
川
、
港
湾
等
の
長
寿
命

化
事
業
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

事
業
を
対
象
に
追
加
す
る
な
ど
内
容
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
移
住
促
進
事
業

な
ど
を
後
押
し
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
事
業
費
」
も
前
年
度
並
み

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

他
方
、
経
済
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、

海
外
経
済
の
回
復
が
続
く
な
か
、
雇
用
・

所
得
環
境
の
改
善
が
続
き
、
経
済
の
好

循
環
が
更
に
進
展
す
る
中
で
、
民
需
を

中
心
と
し
た
景
気
回
復
が
見
込
ま
れ
、

物
価
に
つ
い
て
は
、
景
気
回
復
に
よ
り
、

需
給
が
引
き
締
ま
る
中
で
上
昇
し
、
デ

フ
レ
脱
却
に
向
け
前
進
が
見
込
ま
れ
る

と
し
て
い
ま
す
が
、
先
行
き
の
リ
ス
ク

と
し
て
、
海
外
経
済
の
不
確
実
性
や
金

融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
等
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
向
を
踏
ま
え
、
本
町

の
平
成
30
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画
や
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
の
着
実
な
推
進
と
、

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
わ
ど
ま
り

未
来
予
想
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ

く
各
種
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
重
点
と
し
た
予
算
配
分
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
る

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
強
く
行
い
な
が
ら
、
「
町
民

が
輝
き
、
活
力
と
潤
い
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
花
の
ま
ち
」
の
実
現
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
防
災
行
政
を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
そ
の

機
能
が
充
分
活
か
せ
る
よ
う
年
度
内
の

全
工
事
完
了
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と

も
に
、
今
年
度
は
奄
美
群
島
振
興
特
別

措
置
法
の
改
正
・
延
長
へ
向
け
た
重
要

な
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
群
島
内
各
市

町
村
や
関
係
機
関
と
密
に
連
携
を
と
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１　

活
力
あ
る
産
業
の
振
興

（
１
）
農
業
の
振
興

　

我
が
国
の
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村

の
現
場
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
業
従

事
者
の
減
少
や
高
齢
化
及
び
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
若
者
た
ち
が
希
望

を
持
て
る
「
強
い
農
林
水
産
業
」
と
「
美

し
く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
を
創
り
上

げ
る
た
め
の
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
本
町
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
施
策
に

柔
軟
に
対
応
し
、
国
が
展
開
し
て
い
る

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
実
現
」
に
向
け

た
各
種
事
業
導
入
に
取
り
組
み
、
あ
わ

せ
て
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
施
策
の
効
果
と
生
産

農
家
の
努
力
が
実
り
、
農
業
総
生
産
額

は
３
年
連
続
の
60
億
円
を
超
え
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
安
定
生
産
、
畜
産
飼
養
頭
数
の
確

保
、
野
菜
や
花
き
等
園
芸
作
物
の
品
質

向
上
の
基
本
施
策
の
実
現
の
た
め
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
化
の
加
速
に
伴
い
、
機
械
化
が

進
ん
で
い
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
へ
の
移

行
傾
向
が
見
ら
れ
る
な
か
で
、
担
い
手

の
確
保
と
農
用
地
の
集
約
集
積
さ
ら
に

畑
か
ん
営
農
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
各
集
落
で
策
定
し
て
い
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
充
実
さ
せ
、
糖
業
・

野
菜
・
花
き
・
畜
産
の
複
合
農
業
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
持
し
若
者
が
安
心
し
て
就

農
で
き
る
環
境
の
整
備
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
の
積
極
的
な
推
進

を
行
い
「
温
暖
な
気
候
を
活
か
し
た
安

心
・
安
全
な
和
泊
農
業
の
構
築
」
を
実

現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成 30 年度

施
政
方
針
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（
２
）
農
業
農
村
整
備

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
国
営
沖
永

良
部
土
地
改
良
事
業
及
び
国
営
附
帯
事

業
の
県
営
土
地
改
良
事
業
等
を
中
心
に
、

管
理
計
画
に
基
づ
き
各
種
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
営
沖
永
良
部
土
地
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
下
ダ
ム
本
体
工
事
と
併
せ

て
用
水
路
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
営
土
地
改
良
事
業
の
区
画
整
理
は
、

第
二
伊
美
地
区
と
第
四
畦
布
地
区
が
引

き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。
畑
か
ん
整
備

に
つ
い
て
は
、
根
折
・
畦
布
・
手
々
知
名
・

伊
美
・
朝
知
野
・
外
俣
地
区
の
道
路
内

の
配
水
路
と
給
水
栓
設
置
、
末
端
散
水

施
設
整
備
等
を
実
施
予
定
で
す
。
ま
た
、

白
瀬
地
区
が
新
た
に
採
択
さ
れ
測
量
設

計
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事

業
に
つ
い
て
は
、
西
原
上
原
池
の
シ
ー

ト
補
修
工
事
を
実
施
し
農
業
用
水
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
に

つ
い
て
は
、
第
二
長
畠
池
・
耳
付
池
・

筒
岩
調
整
池
・
テ
ー
ナ
ガ
シ
池
の
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ン
ス
の
改
修
を
行
い
、
施
設
の

安
全
機
能
回
復
及
び
維
持
管
理
の
省
力

化
を
図
り
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
農
地
維
持
・
共
同
活
動
交
付

金
対
象
が
21
組
織
、
資
源
向
上(

長
寿

命
化)

交
付
金
対
象
が
11
組
織
で
、
農

地
・
水
路
等
の
基
礎
的
な
保
全
管
理
活

動
や
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
市
場
へ

の
水
産
物
出
荷
補
助
等
に
よ
る
効
果
が

表
れ
て
島
外
出
荷
増
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
水
産
加
工
施
設
も
完

成
し
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
目

標
に
向
け
て
の
各
種
事
業
の
展
開
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

（
４
）
商
工
・
観
光
・
地
域
経
済
活
性
化

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化

や
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
へ
向
け
、
商
工
会
が
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
充
実
し
た
事
業
の

実
現
へ
向
け
支
援
措
置
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
町
内
商
工
業
者
の

経
営
の
安
定
向
上
へ
向
け
た
設
備
投
資

に
係
る
資
金
の
借
入
れ
に
対
し
、
利
子

補
給
補
助
金
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
新

た
な
起
業
育
成
や
企
業
意
欲
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
商
工
会
と
共
催
で
実
施
し

て
い
る
創
業
塾
の
充
実
を
は
か
り
、
創

業
支
援
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
お
き
の
え
ら
ぶ
島
観
光

協
会
が
主
体
と
な
り
、
観
光
窓
口
の
一

元
化
や
情
報
発
信
、
物
産
販
売
、
島
の

自
然
・
農
業
・
漁
業
や
地
域
資
源
を
活

用
し
た
着
地
型
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

創
設
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
に
は
、
沖
縄
︱
沖
永

良
部
島
︱
徳
之
島
間
の
ア
イ
ラ
ン
ド

ホ
ッ
ピ
ン
グ
航
空
路
線
が
就
航
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
沖
縄
と
の
交
流
を
更
に

加
速
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
１
月
か
ら
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
西
郷
隆
盛
が

育
ん
だ
「
敬
天
愛
人
」
の
思
想
や
功
績

を
後
世
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
観
光

振
興
と
併
せ
て
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
活

か
せ
る
よ
う
、
町
全
体
を
歴
史
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
持
続
可
能
な
観
光
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
対
策
に
よ
り
地
方
を
元
気
に
す

る
「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
ん
で
３
年

経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
「
わ
ど
ま
り
未
来
予
想
図
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
き
、
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
者
を
対
象
と
し

た
「
人
材
育
成
」
を
中
心
に
、「
雇
用
創
出
」

「
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
」
に
向

け
て
、
社
会
情
勢
や
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
大
学
、
金
融
機
関
、
各
種
団

体
や
他
自
治
体
と
連
携
し
て
、
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２　

教

育

文

化

の

振

興

と 

　
　

心

豊

か

な

人

づ

く

り

　

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
少

子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展

に
よ
る
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
様
々
な
教
育
改
革
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
27
年
度
に
設

置
し
た
「
総
合
教
育
会
議
」
を
軸
に
、

教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、
安

定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
教
育
委
員
会
と

の
更
な
る
連
携
の
強
化
を
図
り
、
和
泊

町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
本
町

教
育
の
一
層
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
、
２
０
２
１

年
度
に
順
次
改
訂
さ
れ
る
小
学
校
学
習

指
導
要
領
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の

内
容
や
方
針
に
鑑
み
、
身
に
付
け
る
べ

き
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
知
識
・
技
能
」

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
「
学

び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」
を
総
合
的
、

系
統
的
、
組
織
的
に
育
成
す
る
教
育
行

政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

　

学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、
「
確
か
な

学
力
の
定
着
」
「
豊
か
な
心
を
育
て
る
教

育
の
充
実
」
「
健
や
か
な
体
を
育
て
る
教

育
の
充
実
」
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
定
着
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
指
導
力
向
上
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
や
複
式
学
級
へ
の
学
習
支
援

員
の
配
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、
主

体
的
・
対
話
的
な
学
習
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
「
島
内
実
力
テ

ス
ト
」
の
実
施
や
小
学
校
３
・
４
年
生
の

外
国
語
活
動
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の
英

語
科
実
施
な
ど
一
層
の
小
中
高
連
携
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

　

豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
組
織
の
充
実
と
連
携
強
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
活
用
に
よ
る
、
教
育
相
談
体

制
の
拡
充
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
で
は
、
「
特
別
な
教
科　

道
徳
」
が
始

ま
り
、
本
町
独
自
の
教
育
活
動
で
あ
る
、

「
郷
土
で
育
て
る
肝
心
の
教
育
」
と
あ
わ

せ
て
、
児
童
生
徒
が
自
己
の
生
き
方
や

他
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
行
動
で
き

る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

健
や
か
な
体
を
育
て
る
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
体
力
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
国
体
開

催
な
ど
を
見
据
え
た
体
力
・
運
動
能
力

強
化
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
場

産
食
材
を
活
用
し
た
安
心
・
安
全
で
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
し
、
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食
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
２
）
家
庭
教
育
の
充
実

　

「
教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
」
と
の

理
念
の
下
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
や

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
と
連
携
し

な
が
ら
「
学
習
意
欲
の
向
上
」
や
「
家

庭
学
習
60
・
90
運
動
」
を
推
進
し
、
家

庭
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
取
組
の
成
果
を
生
か
し
、
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
が
よ
り
一
層
充
実
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
社
会
教
育
の
充
実

　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
生
涯
学
習

の
推
進
」
「
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
」

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
」
の
充
実
を
重

点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
や
図
書
館
な
ど
の
生
涯
学
習
施
設

に
お
け
る
学
習
内
容
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
地
域
に
お

け
る
学
習
の
拠
点
、
さ
ら
に
は
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゆ
り
の
ふ
る
さ

と
基
金
を
活
用
し
て
老
朽
化
し
た
移
動

図
書
館
車
を
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
会
活
動
等
、
地
域
で
の
青
少
年
活

動
を
支
援
し
、
「
え
ら
ぶ
世
之
主
伝
説
」

わ
ら
ん
ち
ゃ
ヤ
ン
バ
ル
体
験
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
の
体
験
・
交
流
活
動
の
機

会
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

の
放
映
に
関
連
し
て
、
西
郷
南
洲
顕
彰

会
と
連
携
し
、
西
郷
南
洲
翁
関
連
事
業

等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
「
え
ら
ぶ
世

之
主
」
没
後
６
０
０
年
記
念
事
業
の
成

果
に
鑑
み
、
郷
土
の
貴
重
な
文
化
資
源

の
調
査
・
研
究
を
展
開
し
つ
つ
、
文
化

財
や
伝
承
芸
能
を
活
用
し
た
郷
土
教
育

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

町
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
団
体
を

中
心
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
一
層

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
鹿
児
島
国
体

の
開
催
を
見
据
え
て
、
町
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
や
競
技
者
の
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
町
民
各
層
の
目
的
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
競
技
者
育
成
の
組
織
づ
く

り
や
体
制
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
い
つ
で
も
運
動

を
身
近
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
元

気
！
わ
ど
ま
り
ク
ラ
ブ
」
等
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
も
継
続
・
充
実
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３　

社
会
福
祉
等
の
充
実

（
１
）
健
康
の
増
進

　

町
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
和

泊
町
健
康
増
進
計
画
「
第
３
次
健
康
わ

ど
ま
り
21
」
に
基
づ
き
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
対
策
と
し
て
、
特
定

健
康
診
査
や
各
種
が
ん
検
診
及
び
歯
周

疾
患
検
診
の
更
な
る
受
診
率
の
向
上
と
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

対
策
と
し
て
、
「
栄
養
と
食
生
活
」
「
身

体
活
動
と
運
動
」
「
生
活
習
慣
病
」
の
３

領
域
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
ほ

か
、
母
子
健
康
診
査
や
予
防
接
種
等
の

母
子
保
健
活
動
の
充
実
な
ど
、
町
民
が

健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
革
に
よ
り
安
定
的
な
財
政
運
営

や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
を
図
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
る
広
域
化
に
移
行
し
ま

す
が
、
資
格
の
手
続
、
保
険
給
付
、
保

険
税
の
賦
課
・
徴
収
や
保
健
事
業
等
の

住
民
に
身
近
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
引
き
続
き
町
が
担
う

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
医
療
費
の
適
正

化
や
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
の
適
正
化
や
被
保
険
者
の
健
康
増

進
対
策
と
し
て
、
長
寿
・
健
康
増
進
事

業
等
の
推
進
を
は
じ
め
、
被
保
険
者
が

安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
と
連
携
し
て
、
制
度
の
適
切
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
福
祉
の
増
進

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
長
寿
ク

ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
増
加
の
取
組
等
や
事
業
活
動
へ
の
支

援
の
ほ
か
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
利
用
に
つ
な
げ
て
い

け
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
和
泊
町

障
害
者
計
画
、
第
５
期
障
害
福
祉
計
画

及
び
第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画
に
基
づ

き
、
障
害
の
程
度
や
種
類
に
応
じ
た
支

援
の
提
供
や
相
談
支
援
等
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
や
関
係
機
関

と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
障

が
い
の
あ
る
人
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
続
け
て
い
け
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
数
の
増
加
等
に
よ
り
、
介
護
認
定
者

数
及
び
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
総
事
業

費
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
和
泊
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
第

７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、

今
後
と
も
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
予

防
と
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
児
童
福
祉
の
充
実

　

子
ど
も
は
“
地
域
の
宝
”
と
い
う
認

識
の
下
、
子
ど
も
・
保
護
者
に
必
要
な

支
援
を
行
い
「
子
育
て
を
社
会
全
体
で

支
援
し
て
い
く
」
子
育
て
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
和
泊
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
を
基
に
、
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
ほ

か
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
多
子
世
帯
等
の

支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に
お
け
る
子

ど
も
の
一
時
預
か
り
、
延
長
保
育
及
び

医
療
機
関
に
お
け
る
病
児
・
病
後
児
保

育
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
保
護
者
が
子

育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
な
ど
、
教
育
・
保
育
・
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
の
給
付
や
事

業
を
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
保
護
者
の
不
安
軽
減
を

図
る
た
め
の
育
児
相
談
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
充
実
、
児

童
虐
待
防
止
の
た
め
の
取
組
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
、

多
方
面
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
地
域
の
実
情
に
即
し
た
支
援
に
努

め
る
ほ
か
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
、
「
第
２
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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４　

交
通
基
盤
等
生
活
環
境
の
整
備

（
１
）
交
通
基
盤
の
整
備

　

交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
「
安
全

で
利
便
性
に
富
ん
だ
道
路
整
備
」
を
目

標
に
、
各
種
交
付
金
事
業
や
起
債
事
業

を
活
用
し
、
通
学
路
へ
の
歩
道
設
置
や

狭
あ
い
道
路
の
改
良
工
事
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
沿
っ
た
橋
梁
の
改
築

修
繕
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
町
道
、
伊
延
港
、
内
喜
名
漁

港
等
の
維
持
管
理
に
取
り
組
み
、
安
心
・

安
全
な
利
用
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
２
）
上
水
道
事
業

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計

の
更
な
る
経
営
の
健
全
化
を
図
り
、
施

設
の
維
持
管
理
と
老
朽
管
更
新
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
水
質
管
理
を
徹

底
し
て
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
の
安

定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
） 

下
水
道
事
業

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
や
節
水
型
生
活
用
機
器
の
普
及

に
伴
い
、
下
水
道
処
理
施
設
へ
の
流
入

量
が
減
少
し
た
た
め
、
農
業
集
落
排
水

施
設
和
泊
中
部
処
理
場
を
公
共
下
水
道

施
設
へ
統
合
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
30

年
度
か
ら
管
路
の
埋
設
事
業
を
開
始
し
、

２
年
後
の
完
了
に
向
け
て
事
業
に
着
手

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事

業
に
お
い
て
も
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
低
減
に
努
め
、
東
部
処
理
場
と

北
部
処
理
場
の
耐
用
年
数
を
超
え
た
機

器
類
の
更
新
事
業
を
継
続
し
て
行
い
、

平
成
31
年
度
末
の
完
成
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
「
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
環
境
の
確

保
」
の
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

事
業
と
共
に
、
下
水
道
施
設
へ
の
更
な

る
接
続
推
進
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
４
）
住
宅
整
備
事
業

　

住
宅
政
策
に
つ
い
て
は
、
「
ゆ
と
り
・

や
さ
し
さ
・
う
る
お
い
の
あ
る
住
宅
づ

く
り
」
を
目
標
に
、
内
城
Ｂ
団
地
の
建

替
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
活
性
化
や
住
宅
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
空
き
家
活
用
住
宅
の
整
備
や

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
「
和
泊
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
改
善
事
業
に
よ
り
、
建
物
の
長
寿

命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
の
安
全

の
確
保
と
住
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
５
）
生
活
環
境
衛
生

　

快
適
で
よ
り
良
い
住
環
境
保
持
の
た

め
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
ゴ
ミ
の
分
別

収
集
と
、
発
生
抑
制
、
再
利
用
、
再
資

源
化
の
活
動
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会

の
形
成
を
目
指
し
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
を

図
り
、
環
境
整
備
と
併
せ
て
不
法
投
棄

防
止
等
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
公
衆
道

徳
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
６
）
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型 

 
 
 
 
 

エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り

　

魅
力
あ
る
沖
永
良
部
島
再
生
を
目
的

に
、
「
緑
の
再
生
、
花
の
植
栽
、
生
活
環

境
の
保
全
対
策
」
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
循
環
型

エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
を
具
体
化
す
る
方

策
と
し
て
、
先
進
地
調
査
等
を
実
施
す

る
予
定
に
し
て
お
り
、
両
町
連
携
し
て

地
域
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
等
に

つ
い
て
、
施
設
導
入
の
可
能
性
調
査
を

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

奄
美
群
島
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
組
と
併
せ
て
、
平
成
28
年
度
に
策

定
さ
れ
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計

画
」
に
基
づ
き
、
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
７
）
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

町
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
が
確
保

さ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
近
年
多
様

化
す
る
様
々
な
犯
罪
や
交
通
事
故
、
交

通
違
反
等
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
同
様
、
避
難
所
施
設
と

消
防
活
動
環
境
の
充
実
、
消
防
活
動
の

軸
を
な
す
車
両
等
の
配
備
を
計
画
し
て

い
る
ほ
か
、
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団

員
が
密
に
連
携
を
深
め
、
自
主
的
な
防

災
訓
練
等
の
実
施
に
つ
い
て
充
実
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
住
民
の
減

災
・
防
災
に
対
す
る
さ
ら
な
る
意
識
の

向
上
と
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
の

た
め
、
よ
り
一
層
の
取
組
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

（
８
） 

共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

集
落
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
各
種
団
体
が
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
の
精
神
で
実
施
す

る
諸
施
策
に
つ
い
て
は
、
集
落
を
中
心

と
し
た
話
合
い
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

平
成
30
年
度
も
、
あ
ざ
・
ま
ち
元
気
活

動
を
実
施
し
て
い
る
集
落
を
中
心
に
「
あ

ざ
・
ま
ち
元
気
活
動
事
業
」
を
通
し
て
、

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
９
）
情
報
化
の
推
進

　

有
線
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
新
有
線

テ
レ
ビ
と
し
て
開
局
し
て
10
年
目
を
迎

え
る
事
か
ら
、
設
備
の
老
朽
化
が
著
し

く
、
そ
の
補
修
や
更
新
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
へ
の
テ
レ
ビ
番

組
の
取
材
・
編
集
・
放
送
の
一
部
委
託

か
ら
加
入
者
管
理
ま
で
含
め
た
完
全
委

託
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

な
お
一
層
町
民
主
体
で
魅
力
あ
る
番
組

に
な
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
様
々
な
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
や
施
策
を
計
画
し
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
た
情
報
化
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

５　

財
政
事
情
及
び
各
会
計
予
算　

（
１
）
財
政
事
情

　

近
年
の
本
町
の
財
政
事
情
に
つ
い
て

は
、
国
の
施
策
に
伴
う
新
た
な
行
政
需

要
等
に
対
応
し
た
事
業
導
入
に
伴
い
多

額
の
町
債
を
発
行
し
た
結
果
、
平
成
28

年
度
末
地
方
債
残
高
約
１
０
２
億
円
に

対
し
、
平
成
29
年
度
末
地
方
債
残
高
見

込
み
額
が
約
98
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

地
方
債
残
高
が
約
４
億
円
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
国
の
施
策
や
地
方

財
政
計
画
を
考
慮
し
つ
つ
、
新
庁
舎
建

設
事
業
を
始
め
、
「
和
泊
町
版
総
合
戦
略

（
わ
ど
ま
り
未
来
予
想
図
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
」
及
び
「
第
５
次
和
泊
町
総
合
振
興

計
画
後
期
計
画
」
に
掲
げ
る
施
策
や
計

画
に
基
づ
く
各
種
事
業
を
推
進
す
る
た

め
、
歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見

直
し
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度

同
様
に
財
源
不
足
額
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

も
庁
舎
建
設
基
金
及
び
財
政
調
整
基
金

等
か
ら
の
繰
入
れ
を
伴
う
予
算
編
成
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
社
会
資
本
等
の
整
備
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
計
画
的
に
進

め
る
た
め
、
機
能
的
か
つ
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
に
向
け
た
取
組
を
引
き

続
き
推
進
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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（
２
）
一
般
会
計
予
算

　

平

成

30

年

度

一

般

会

計

予

算

の

総

額

は
、

対

前

年

度

比

13
億
１
９
３
１
万
３
千
円
（
23
・
７
％
）

増
額
の
68
億
９
７
３
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

義
務
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
人
件

費
２
０
８
４
万
６
千
円
及
び
扶
助
費

２
６
４
５
万
５
千
円
の
増
額
、
公
債
費

２
３
５
１
万
円
の
減
額
に
よ
り
対
前
年

度
比
２
３
７
９
万
１
千
円
（
０
・
９
％
）

増
額
の
27
億
７
６
３
６
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通

建
設
事
業
費
12
億
９
６
９
万
９
千

円

の

増

額

及

び

災

害

復

旧

費

１
２
８
３
万
５
千
円
の
増
額
に
よ
り

対
前
年
度
比
12
億
２
２
５
３
万
４
千

円
（

２

５

２
・

３

％
）

増

額

の

17
億
７
０
２
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
） 

特
別
会
計
等
予
算

　

特
別
会
計
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
一
般
会
計
の
予
算
編
成
方
針
に
準

じ
て
編
成
し
、
独
立
採
算
の
原
則
に
立
っ

た
健
全
経
営
に
努
め
る
こ
と
を
基
本
に

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
和
泊
町
特
別
会
計
及
び

企
業
会
計
の
予
算
は
、
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

（
水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
事
業
は
除

く
。
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

９
億
１
２
０
２
万
３
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

９
億
５
２
１
万
６
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

８
３
４
８
万
５
千
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算　
　
　

２
億
６
６
３
３
万
１
千
円

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

２
億
９
７
１
万
２
千
円

奨
学
資
金
特
別
会
計
予
算

１
３
２
４
万
２
千
円

水
道
事
業
会
計
予
算
（
収
益
的
事
業
）

１
億
８
９
１
４
万
７
千
円

計

26
億
３
９
１
５
万
６
千
円

教育委員会事務局　92-0009

平成30年度町教職員人事異動

和泊中学校

職 名 氏 名

校 長 上久保　大介

教 諭 梶原　景太

〃 久米村　治輝

和泊小学校

職 名 氏 名

教 諭 桑原　三千代

〃 東　　 昭 宏

〃 神 野　 孝 作

〃 林　　 郁 美

〃 中 山　 悠 太

養護教諭 岩川　沙緒里

専門員 内 山　 由 佳

大城小学校

職 名 氏 名

教 諭 松 﨑　 洋 樹

〃 東　　 容 子

内城小学校

職 名 氏 名

教 頭 福元　健一郎

教　諭 大納　正子

養護教諭 川畑　和代

国頭小学校

職 名 氏 名

校 長 脇 田　 幸 治

教 諭 東 條　 雅 恵

〃 米丸　なつみ

〃 重 水　 崇 徳

城ケ丘中学校

職名 氏名

校　長 内 西　 浩 子

教　諭 山 田　　 卓

〃 北 原　 聖 子

本町に新しく
赴任された先生方
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総務課　84-3511

平成30年度町職員人事異動

級 氏　　名 新　職　名 旧　職　名

課長級

○ 皆吉泰智 企画課長 土木課長

○ 武　吉治 経済課長 経済課長

○ 大吉聰美 保健福祉課参事兼課長補佐 保健福祉課長補佐

○ 泉　隆一 生活環境課長 耕地課長補佐

○ 芋高洋一 議会事務局長 議会事務局次長

○ 林　義仁 税務課長 土木課長補佐

○ 先山照子 農業委員会事務局長 農業委員会事務局次長

南　俊美 保健福祉課長 総務課参事兼課長補佐

東　敏仁 町民支援課長 農業委員会事務局長

和田清良 土木課長 生活環境課長

課長補佐級

○ 永山真奈美 国頭こども園主任保育士 国頭こども園保育士

○ 東　輝男 議会事務局次長 税務課係長

○ 竹下泰弘 税務課長補佐 総務課係長

○ 先田資秀 教育委員会事務局次長 教育委員会事務局係長

○ 有馬清武 総務課長補佐 企画課係長

○ 西村雄次 農業委員会事務局次長 経済課係長

宮原芳實 土木課長補佐 税務課長補佐

玉野憲治 耕地課長補佐 教育委員会事務局次長

大吉憲仁 経済課長補佐
町立学校給食センター
事務長

福永君子 大城こども園主任保育士 国頭こども園主任保育士

長尾太志
町立学校給食センター
事務長

生活環境課長補佐

長田留美子 和泊幼稚園教諭 大城こども園主任保育士

係長級

○ 大山さおり 教育委員会事務局係長 教育委員会事務局主査

○ 重信英樹 経済課係長 経済課主査

○ 永野敏樹 総務課係長 総務課主査

○ 東　　梢 保健福祉課係長 保健福祉課主査

○ 和田貴子 企画課係長 町民支援課主査

○ 弘野美咲 総務課係長 総務課主査

○ 芋高智美 経済課係長 経済課主査

○ 平山烈士 土木課係長 土木課主査

○ 花輪富八郎 教育委員会事務局係長 教育委員会事務局主査

○ 速水良太郎 総務課係長 総務課主査

○ 宮内吉樹 生活環境課係長 生活環境課主査

○ 北野堪重郎 教育委員会事務局係長 教育委員会事務局主査

○ 名越直樹 土木課係長
大島支庁沖永良部事務
所（割愛）

三島和乃 大城こども園保育士 内城こども園保育士

和　直美 内城こども園保育士 大城こども園保育士

通村祐明 生活環境課係長 町民支援課係長

町田　学 町民支援課係長 保健福祉課係長

係長級
和　秀明 税務課係長 土木課係長

名越晴樹 教育委員会事務局係長 企画課係長

３級主査級

○ 清水　誠 保健福祉課主査 保健福祉課主査

○ 田代勇太 総務課主査 総務課主査

○ 安田　拓 企画課主査 企画課主査

○ 玉利純平 経済課主査 経済課主査

外山栄美 国頭こども園保育士 和泊幼稚園教諭

名越美希 町民支援課主査 税務課主査

２級主査級

○ 前田啓至
総務課主査
（鹿児島県町村会研修）

総務課主事
（鹿児島県町村会研修）

○ 吉成　大 企画課主査 経済課主事

菅村文雄 企画課主査 沖縄県企画部地域・離島課

主事級
大福　薫 企画課主事 経済課主事

大江祐輔 税務課主事 経済課主事

派遣・研修 ○ 沖　静花 奄美群島広域事務組合 企画課主事

新規採用

末川　航 教育員会事務局主事

喜井泰貴 経済課主事

沖野健人 保健福祉課主事

田仲啓泰 耕地課主事

村山早奈恵 大城こども園栄養士

今井秀代 国頭こども園保育士

沖野有希 和泊幼稚園教諭

沖田梨穂 内城こども園保育士

退職 田原義仁 議会事務局長

川畑裕一 企画課長

東　茂久 税務課長

高田清藏 町民支援課長

瀬川光雄 保健福祉課長

山田充雄
土木課参事兼
空港管理事務所長

川上富洋 耕地課係長

外山由紀子 国頭こども園保育士

中野　譲 内城こども園保育士

○ 三島才輝
大島支庁沖永良部事務
所（割愛）

耕地課主事

○は昇格

沖永良部衛生管理組合　92-2042

　沖永良部と畜場は毎週開場しています。

と畜場でとさつ，解体されたお肉は保健所の検査を済ませた安心・安全な食肉です。また，

と畜場以外でのとさつは法律で禁止されております。山羊や豚のとさつ，解体はと畜場を

利用しましょう。　　　　　　　　　　詳しくは沖永良部衛生管理組合　電話番号 92-2042

罰則規定

「と畜場以外の場所で家畜（山羊，豚等）をとさつ，解体した場合は３年以下の懲役又は

300 万円以下の罰金」

「と畜場の利用について」
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　３月11日（日），笠石海浜公園を発着点に第37回花の島沖えらぶジョギング大会が開催されました。ラン

ニング日和に恵まれ，2,332名（歴代参加者数2位）のランナーは春の日差しのもと完走を目指しました。

第 37回花の島沖えらぶジョギング大会
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ウェルカムパーティー

第 38回フラワーフェスティバル
　３月 11日（日），ジョギング大会終了後，和泊中学校体育館において第 38回フラワーフェ

スティバルが盛大に開催されました。

　今回で観光大使の任期を終了した今榮歌菜子さん，宗岡理奈さんから新観光大使の谷

山ちひろさん，平山由佳理さんへバトンが引き継がれました。

　このほかに，各団体の演芸披露やバンシローズによるバンド演奏や，元 THEBOOM のボー

カル宮沢和史さんのライブが行われました。



広報わどまりはマチイロでもご覧になれます。
ダウンロードはこちらから→

広報わどまりはマチイロでもご覧になれます。
ダウンロードはこちらから→

広報わどまりはマチイロでもご覧になれます。
ダウンロードはこちらから→

広報わどまりはマチイロでもご覧になれます。
ダウンロードはこちらから→ 10広報わどまり

税務課　84-3515

平成30年度の国民健康保険税の税率が改正されます

町政お知らせ

土木課　84-3520

伊延港の愛称決定について

【愛称】

西郷南洲伊延港

　国民健康保険の財政運営が都道府県単位になる国保広域化が平成３０年度より始まりま

す。広域化により，今後，賦課方式も４方式 (所得割・資産割・均等割・平等割 )から３方式 (所

得割・均等割・平等割 )へと統一されます。

　こうした状況を踏まえ，平成３０年度の国民健康保険税の税率を下表のように改正いたし

ます。ご加入の皆様にはご理解とご協力をお願いいたします。	 	 	 	 　

　【国保税の算出】		 	 	 	 	 	 	

１　所得割：（前年中の世帯の合計所得額－３３万円）×所得割税率	 	 	 	

２　資産割：当該年度の固定資産税額×資産割税率		 	 	 	 	 	

３　均等割額：世帯内の国保加入者数×均等割額	 	 	 	 	 	 	

４　平等割額：１世帯につき平等割額		 	 	 	 	 	 	

　上記，１～４の区分ごとに算出された税額の合計額が当該年度の国民健康保険税額と

なります。なお，世帯の合計所得額に応じて，均等割及び平等割の７割，５割，２割が

軽減されます。	 	 	 	 	 	 	 	 	

国民健康保険税率の改定内容

区　　　分 算定区分 平成 29 年度まで 平成 30 年度 比　較

医療給付費分

所得割 6.90% 7.00% 0.1 増

資産割 4.00% 2.00% 2.00 減

均等割 19,000 円 据置き 0

平等割 18,000 円 据置き 0

後期高齢者支援金分

所得割 2.10% 2.30% 0.2 増

資産割 11.00% 5.50% 5.5 減

均等割 8,000 円 8,500 円 500 円 増

平等割 7,100 円 7,500 円 400 円 増

介護納付金分

（40歳から64歳まで）

所得割 1.35% 1.50% 0.15 増

資産割 4.40% 2.20% 2.2 減

均等割 7,500 円 8,000 円 500 円 増

平等割 5,000 円 5,500 円 500 円 増

　広報わどまり新年号でお伝えしました伊延港の愛称について，町内外から 88 点のご応
募をいただき，選定委員会を経て伊地知実利町長が決定しました。
　西郷隆盛上陸の地として，今後益々の知名度向上を図り , 島おこしにつなげたいと思い
ます。
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　３月 13 日（火），町長室において，故伊

勢達一氏が叙位（従六位）を受章されまし

た。

　伊勢氏は，長きにわたり本県の教育一途

に誠心誠意尽くし，退職後は和泊町教育委

員会文化財保護審議会委員や社会教育指導

員を務めました。教育の充実・振興に貢献

したことから平成 23 年９月に瑞宝双光章

の叙勲を受章されております。

　４月６日（金）防災拠点施設やす

らぎ館において，春の交通安全運動

出発式が行われました。

　当日は，あいにくの雨模様のため，

啓発パレードは行われませんでした

が , 和泊小学校に入学したばかりの

児童による交通安全宣言が行われま

した

トピックス

故伊勢達一氏叙位伝達式

春の交通安全運動出発式

春の交通安全運動
スローガン：

　　　　横断は　しっかりよく見て　たしかめて

重点運動

①　子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転

　者の交通事故防止

②　自転車の安全利用の推進

　　～「かごしま県民のための自転車の安全で

　　　　　適正な利用に関する条例」の理解促進～

③　全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

　の正しい着用の徹底

④　飲酒運転の根絶

　２月 19 日（月），町長室において，故伊

集院健氏への瑞宝双光章伝達式が行われま

した。

　伊集院氏は，昭和 26 年４月に和泊町役

場に入庁し，35 年の長きにわたり町民の

福祉向上に貢献しました。また，役場職員

として培った経験を活かし昭和 61 年４月

から平成８年９月まで本町助役を務め，農

業基盤の整備や教育の振興等 , 町勢の発展

に貢献しました。

故伊集院健氏叙勲伝達式
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インフォメーションインフォメーション

　３月 21 日 ( 水 ) クラブ CUP 杯フットサル大会が知名町民体育館にて行われ、９チーム 7０名が
参加しました。
　９チーム中４チームは中高校生のチームでしたが、普段から練習しているということもあり、
大人顔負けのハイレベルな戦いでした。優勝は見事に『平成２・３年生』チームが勝ち取り、今
回スポンサーが多くついていただきましたので、優勝できなかったチームも沢山の景品をいただ
き、大満足な大会となりました。

　平成３０年度の元気！わどまりクラブ会員募集のお知らせです。元気！わどまりクラブ
では幼児の運動教室を始め、ミニバレー、バドミントン、ダンス、サッカー、太極拳、自
力整体、わらんちゃ ( 小学生対象の運動教室 ) など様々な教室やサークルがあります。会
員希望の方は教育委員会事務局 ( 中央公民館内 ) までお申し込みください。
　また、今年度から、タラソジムの運営が元気！わどまりクラブからタラソおきのえらぶ
へ変わりました。ジム会員ご希望の方はタラソおきのえらぶへお申し込みください。

元気！わどまりクラブ通信

元気！わどまりクラブ　TEL：92-0300（教育委員会事務局内）
FACEBOOKページ　https://www.facebook.com/genkiwadomari
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インフォメーション

○休館日は月曜日と一部祝日、そして整理休館日（毎月最終週の木曜日に実施）です。ご理解とご協力をお願いいたします。

　詳しくは，町立図書館のホームページでご確認ください。

○４月から開館時間が午前10時～午後６時30分に変わります。

和 泊 町 立 図 書 館

Ｔ Ｅ Ｌ：92- 3 0 3 3

Ｆ Ａ Ｘ：92- 0 7 7 3

　「おらおらでひとりいぐも」
　　　　　若竹　千佐子：著

第 158 回芥川賞受賞作
　
　主人公桃子は 74 歳。夫と死
別し子どもとも疎遠だが，自
らの内面から湧き上がる「大
勢の声」を聞き，時にその声
らと議論しながら日々を生き
る。老いることから逃げず，“お
らはおらに従う”主人公の姿
に，歳をとるのも悪くないと
思える。玄冬小説の傑作。

〈新着本紹介〉

※この他にもたくさん入荷してますのでぜひ図書館にご来館

ください。

一般書

書　名 著　者

教育小六法 平成 30 年度版 市川　須美子

敗者の明治維新 洋泉社

その調理，９割の栄養捨ててます！
東京慈恵会医科大学
付属病院栄養部

騙し絵の牙 塩田　武士

AX 伊坂　幸太郎

じどうしょ

ほんのなまえ かいたひと

犬がおうちにやってきた！ 井原　亮

できるよ！せいかつ３６６ 宮里　暁美

キキとジジ 角野　栄子

少年探偵響１～３巻 秋木　真

いってらっしゃいいってきまーす 神沢　利子

氏　名 書　名

前田　由莉子 オレンジページ　他 22 冊

吉成　大 ものがたり風土記　他 58冊

〈寄贈本〉

　がんは，和泊町の死亡原因の第１位です！！

下記の日程でがん検診が行われます。1年に1回は検診を受けて，異常の早期発見，早期治療に努めましょう☆

がん検診を受けましょう！

☆肺がん・結核検診☆
日程：平成 30 年６月３日（日）～平成 30 年６月 12 日（火）

場所：各字公民館，保健センター

※４月の区長会で受診票等を配布します。

☆子宮頸がん・乳がん検診☆
日程：平成 30 年６月 19 日（火）～平成 30 年６月 24 日（日）

場所：国頭研修会館，玉城字公民館，内城字公民館，

　　　保健センター（予定）

※５月の区長会で受診票等を配布します。

健 康 の 窓
保健センター

ＴＥＬ：84-3526
ＦＡＸ：81-4040

その他
〇詳しい日時，場所，対

　象者，料金等は，受診

　票に記載されています

　ので，御確認ください。

〇御不明な点は保健　

　センターまで

　お問い合わせ

　ください。

図 書 館 だ よ り
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まちづくり協力隊からのあぐだより
２月18日（日）根折字の古民家お披露目会！Vol.21

和 泊 町 役 場 企 画 課 　 和 泊 町 ま
ち づ く り 協 力 隊 　 T E L ： 8 4 - 3 5 1 2 
まちづくり協力隊活動ブログ
h t t p : / / w w w . w a d o m a r i . c o m /

　根折字青年団が中心となり , あざまち元気活動の補助金を活用して , 空家となってい
た古民家を改修しました。
　お披露目会では ,根折字青年団によるやっこ踊りも披露され会場を湧かせました。 
　TV の取材を受ける家主さんは , 長年空家となって荒れ果てていた実家に心を痛めてい
ましたが，新しく生まれ変わった姿に感激し , 言葉に詰まり涙を流す場面もありました。 
そんな光景を見た時に , このプロジェクトに関わって本当に良かったなと思えた瞬間で
した。
　今後，この多目的空間をどのように活用して，字の活性化に繋げていくのか ? 
　このプロジェクトに関わる方々の想いやアイディアを形にして，誰もが自由に楽しく
憩える場になるよう全力でサポートしていきます。 皆さんも是非遊びに来てください ! 
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工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

○
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業

者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日

時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○
工
業
統
計
調
査
は
、
我
が

国
に
お
け
る
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査

で
す
。

○
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、

国
及
び
地
域
行
政
施
策
の
た

め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

○
調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の

目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

○
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
御
回
答

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・

市
区
町
村

天
体
観
望
会
が
行
わ
れ
ま

す
！

日　

時
：

５
月
24
日（
木
）・
25
日（
金
）

場　

所
：
和
泊
小
学
校

問
合
せ
：
和
泊
小
学
校

　
　

電
話
９
２
ー
０
０
０
４

内　

容
：

　

①
春
の
星
座
を
さ
が
そ
う

　
　
②
木
星
を
見
よ
う

　
　

③
金
星
を
見
よ
う
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戸籍の窓
２月１日～３月 31日までの届けのうち，掲載依頼
のあった届けのみを掲載しております。（敬称略）

総人口
男
女
世帯数

6,457 人
3,204 人
3,253 人
3,201 戸

（－	 147）
（－	 79）
（－	  68）
（－	  62）

町の人口
４月１日現在
（ ）は前月比

お く や み

香 典 返 し

生前のご貢献に感謝を捧げるとともに，ご冥福をお祈

りします。

月日 故　　人 歳 住 所

1/28 原　前利 93 仁 志
1/31 東　久德 86 和 泊
2/2 新田　𠮷男 80 国 頭
2/10 榮　勝司 59 内 城
2/11 有馬　シヅヱ 92 玉 城
2/14 田中　早苗 93 古 里
2/16 林　晴美 79 国 頭
2/23 和田　順榮 86 喜 美 留
3/3 山元　オト 90 仁 志
3/7 榮　森秀 88 内 城
3/19 川島　司 70 国 頭

寄　付　者 故　人 続柄 住 所

新田　笑子 吉男 夫 国 頭
榮　末盛 勝司 子 内 城
宮内　てるえ 吉盛 夫 千 葉 県
武田　幸 照義 子 手々知名
田中　テル子 早苗 夫 古 里
菅村　芳郎 龍 子 和 泊
和田　ノリ子 順栄 夫 喜 美 留
原　寿代 前利 父 仁 志
田中　ミチ子 中田　エイ 姉 手々知名
榮　アキ 森秀 夫 内 城
沖　ウメ 利信 義弟 仁 志
福永　サエ子 山本　オト 姉 仁 志
川島　いさえ 司 夫 国 頭
宮内　昭成 川間　タケ 義姉 和 泊
伊集院　幸子 健 夫 大 城

子の名 性別 保護者 住　所

宮
みやうち
内　結

ゆ あ
心 女 （ 吉樹 和泊

絵里香

牧
まきしま
島　彩

さ え
笑 女 （

弘幸
手々知名

由利香

西
にし
　結

あのん
愛 女 （

利樹
内城

いずみ

山
やまだ
田　凌

りょうが
雅 男 （

哲仁
手々知名

友美

高
たか
　健
け ん と
人 男 （

孝一
和泊

安奈

有
ありばやし
林　美

み う
羽 女 （

翼
根折

友美

あかるくすこやかに

　3月議会において，副町長に再任されまし

た。微力ではありますが伊地知町長の補佐役

として，全力で町民の福祉向上に努めてまい

ります。よろしくお願い申し上げます。

副町長再任のあいさつ



和泊小学校

大城小学校 国頭小学校

内城小学校 城ケ丘中学校

和泊中学校 和泊中学校

和泊小学校

祝入学おめでとう !!
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